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花の便りがあちらこちらから届く季節となりました。貴院におかれましては、ますます

ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は当院の医療連携について格別のご理解とご協力を頂き、厚く御礼申し上げます。 

今月は、ケーブルテレビで紹介されたトピックスについてご紹介します。 

 当院では、養父市のケーブルテレビ（ふれあいネット）のふれあいトピックスの中で、 

”知って納得！公立八鹿病院“という番組を制作し放送しています。地域住民のみなさんに

八鹿病院の新しい取り組み等を知っていただくなど、八鹿病院の”今”を伝えています。 

 当院ホームページでは、令和 2 年の 6 月以降の放送分の一部が視聴可能となっており、

養父市以外の地域の方にも八鹿病院を知っていただけます。ぜひご覧ください。 

令和 5 年 11 月 薬剤部のとりくみ 令和 5 年 11 月 生活習慣病・内分泌外来 

令和 5 年 3 月 心臓リハビリテーション 令和 5 年 9 月 内科 失神 
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令和 5 年 12 月 老健のとりくみ 口腔体操  

今後も当院の取り組みをご紹介するため

分かりやすい番組づくりを進めていきます。 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CT・MRI 検査のご予約を、直接お電話にて受付しております。 

【ご利用方法】 

お電話でご予約をお取りください。ご予約のあと、診療情報提供書を FAX にて 

送信してください。患者さんには日時がわかるものをお渡しください。 

（ホームページにあります電話予約用の予約票をご利用ください） 

のちほど予約確認の FAX を送信いたします。 

公立八鹿病院 地域医療連携室  
 TEL 079-662-5555（代表） FAX 079-662-3143（直通） 

外来診察の事前予約受付時間を（月・火・水・金）の 18 時 30 分まで 

延長していますのでご利用ください。 

 入院中の患者さんについては、疾患やその治療に付随して、口腔内トラブルを合併する

場合や、不衛生な口腔環境が新たな疾患の原因となる場合があり、これらを予防するため

に、口腔内の細菌を減らし、口腔内の環境を整える口腔ケアが有効と言われています。そ

のため、歯科衛生士による専門的な口腔内の観察やケアは重要といえます。 

 意識障害や急性期治療で絶食中の患者さんであっても、誤嚥性肺炎予防のため口腔内を

清潔に保つ必要がありますが、病棟看護師により入院時の口腔内評価が行われた際、口腔

内乾燥や喀痰や剥離上皮の付着、出血など口腔内に問題が生じていたり、ケア介入が困難

な患者さんは、歯科へ口腔ケアの依頼が出されます。歯科医師による診察ののち、定期的

に摂食・嚥下障害看護認定看護師と共に口腔ケアラウンドを行っています（ベットサイド

に患者さんごとの口腔ケアポイントを掲示）。歯科衛生士と看護師とで連携をとり、口腔ケ

アに取り組むことで、口腔内トラブルを減らし、誤嚥性肺炎を繰り返さなくなることを目

指しています。 

歯科衛生士が入院中に介入することで、歯科への通院が困難なために放置されていた義

歯によるトラブルや不具合なども早期に気づき、患者さんの食べる機能を守り、ADL を

向上させることができていると感じます。今後も、医師や看護師等他の職種とも連携し、

口腔ケアに取り組んでいきたいと思います。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

当院では、積極的な業務改善を図るために、各部署がテーマに沿って活動・発表するＴＱＣ

大会（ＴＱＣ：Total Quality Control の略）を毎年開催しています。今年度のテーマは、「満

足度の高い病院をめざす」であり、職員からの投票により優秀な演題が選ばれました。 

4 病棟では、夜間の看護業務の影響で患者さんの睡眠の満足度を

阻害していることに着目しました。実際に患者さんが夜中に覚醒し、

不穏やせん妄につながることもありました。そこで、患者さんから

の聞き取り調査で不眠の原因となった要因や看護師の行動から、睡

眠を阻害する要因をピックアップし、夜間の点滴ポンプの操作音が

減るように点滴投与時間を医師と調整したり、点滴更新時のリスト

バンド位置や留置位置の共有のほか、おむつ交換の知識を習得する

研修会を実施し適切なおむつ交換に向け改善するなど、睡眠への影

響を減らす取り組みをおこないました。活動後の聞き取り調査では、

よく眠れた・まずまず眠れた方が 90％以上と目標を達成し、以前

意見が多かった点滴関係や見回りによるものはありませんでした。 

検査科は、患者体験を通して検査室内を評価し、対策を

行いました。患者さんが安全に快適に検査を受けられると

同時に、スタッフ側も効率よく負担なく検査がおこなえる

よう環境整備や検査空間や待合スペースの確保、手すりを

設置しました。実際に患者体験をして評価することで、改

善・行動することの必要性に気づくことができました。 

最優秀演題 4 病棟 「今寝たの 起こさないでよ看護師さん！ 

        ～睡眠への満足度 UP を目指して～」 

                   チーム名：スイミンズ 

第２位 地域医療連携室 「安心を届けます！八鹿病院プライド☆」 

             チーム名：とにかく明るい連携室 

地域医療連携室は、患者・家族・院内スタッフ・院外機関などさまざまな連携を行い、病院の窓口

でもあります。「プラスストローク」を意識し、スタッフ間で感謝や励ましのメッセージを送り、モ

チベーションを向上しつつ安心して業務がおこなえる環境づくりに励みました。チーム力を強化する

ことで患者さんやご家族にも安心を届けることができ満足度アップに繋がったと考えています。 

第３位 検査科 「体験！発見！患者さん目線で検査室をみてみよう！」 

             チーム名：患者体験アンビリーバボー 

左から、元津院長代理、各発表者「森本さん（地域医
療連携室）、久保井さん（4 病棟）、高橋さん（検査科）」 

この TQC 活動を通して、よりよい医療を皆様に

提供できるように今後も取り組んでまいります 



公立八鹿病院 地域医療連携室 〒667-8555兵庫県養父市八鹿町八鹿1878-1 
[TEL] 079-662-5555（内線 1360）[FAX] 079-662-3143（直通） 

[E-mail] renkeisitu@hosp.yoka.hyogo.jp 
 

  
              

 

日 月 火 水 木 金 土 

3/17 3/18 

×内科 大畑医師 

×脳外 千葉医師 

 

3/19 3/20 3/21 3/22 

×内科 藤澤医師 

3/23 

3/24 3/25 

×整形 坂本医師 

×整形 梨木医師 

3/26 

×内科 矢野医師 

×整形 井上医師 

×整形 坂本医師 

×整形 梨木医師 

3/27 

×小児 竹本医師 

×整形 坂本医師 

×整形 梨木医師 

3/28 

×内科 後藤医師 

×内科 高内医師 

×整形 坂本医師 

×整形 梨木医師 

3/29 

×整形 坂本医師 

×整形 梨木医師 

3/30 

3/31 4/1 

×小児 井代医師 

4/2 

×内科 田村医師 

×内科 矢野医師 

4/3 4/4 4/5 

×内科 藤澤医師 

4/6 

4/7 4/8 4/9 4/10 

×内科 島田医師 

4/11 

×内科 守本医師 

4/12 4/13 

4/14 4/15 

×小児 井代医師 

4/16 4/17 4/18 4/19 

×内科 田村医師 

4/20 

３月 ３日（日） 谷尾クリニック 島田 ひかる 先生（内科系） 

３月３１日（日） 枚田クリニック 枚田 一広  先生（外科系） 

４月 ７日（日） 福井診療所 福井 寿徳  先生（内科系） 

４月２１日（日） 大屋診療所 加藤  健  先生（内科系） 

 

お知らせ 

 3 月下旬～4 月上旬は医師の異動のため、一部の診療科で外来・入院とも制限させてい

ただいております。医療機関の先生方、患者さんには大変ご迷惑をおかけしますが、よろ

しくお願いします。 


